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定
期
総
会
開
催
に
先
立
ち
、
12
時
か
ら
Ｏ
Ｂ
会

二
回
目
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
者
は

｢

市
民
福
祉
情
報
オ
フ
ィ
ス
・
ハ
ス
カ
ッ
プ｣

の
小
竹
雅

子
さ
ん
で｢

介
護
保
険
制
度
を
考
え
よ
う｣

と
題
し
て
、

約
一
時
間
に
亘
っ
て
分
か
り
易
く
お
話
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

こ
の
講
演
会
は
、
昨
年
秋
の
「
合
同
会
議
」
の
時
に

初
め
て
行
わ
れ
、
今
回
は
二
回
目
で
す
。
Ｊ
Ｒ
関
係
者

以
外
の
講
師
の
話
を
聴
く
機
会
が
少
な
い
Ｏ
Ｂ
に
は
、

こ
の
よ
う
な
講
演
会
は
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
お
り
、

今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
開
催
し
て
い
き
ま
す
。 

  

定
期
総
会
は
13
時
15
分
よ
り
、
先
の
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
や
病
に
倒
れ
た
松
崎 

明
・
角
岸
幸
三

両
氏
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
議
長
に
は
東
京
の

山
川
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
Ｏ
Ｂ
会
も
総
力
を
あ
げ
て
当
選
さ
せ
た 

田
城
参
議
院
議
員

を
始
め
、
日
頃
か
ら

お
世
話
に
な
っ
て
い
る

｢

自
然
と
人
間
社｣

や

㈱
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー

な
ど
か
ら
多
数
の
方

が
見
え
ら
れ
ま
し
た
。 

質
疑
応
答
で
は
、

七
名
の
委
員
か
ら

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。  

主
な
意
見
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

◎ 

地
域
で
退
職
者
連
合
の
組
織
を
結
成
し
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
の
運
動
を
拡
大
し
て
き
た
。
自
分
も
被
災
し
た

が
、
自
治
会
長
と
し
て
地
域
を
ま
と
め
て
き
た
。 

◎ 

原
発
避
難
者
と
な
か
な
か
連
絡
が
取
れ
な
い
中
で
、

被
災
者
か
ら
も
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

◎ 

Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
が
現
地
に
調
査
・
激
励
に
来
て
頂
き
、

被
災
者
は
感
謝
し
て
い
る
。
日
本
は
、
三
発
目
の

「
核
」
を
自
ら
爆
発
さ
せ
た
。 

◎ 

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
組
織
化
が
弱
い
。
連
絡
会
を
創
っ
て

き
た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
。 

◎ 

福
島
の
原
発
事
故
を
教
訓
に
、
今
後
は
脱
原
発
の

社
会
を
目
指
そ
う
。 

   

会
議
は
そ
の
後
、｢

脱
原
発｣

の
特
別
決
議
を
採
択
し
た

後
、
被
災
し
な
が
ら
総
会
に
参
加
さ
れ
た
盛
岡
地
本
の

内
海
氏
に
「
見
舞
い
金
」
が
渡
さ
れ
、
会
場
内
は

一
気
に
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

ま
た
長
年
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
と
し
て
Ｏ
Ｂ
会
運
動
に

貢
献
さ
れ
た
秋
野
武
正
氏
（
仙
台
）
と
、
木
地  

誠
氏

（
長
野
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
定
期
総
会
は
、私
達
Ｏ
Ｂ
が
お
世
話
に
な
る

「
介
護
保
険
制
度
」
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
学
び
、

大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
者
を
支
援

し
な
が
ら
高
齢
者
や
孫
た
ち
が
「
放
射
能
汚
染
」
の

な
い
安
全
な
社
会
を
築
い
て
い
く
決
意
を
固
め
合
っ
て
、

成
功
裡
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

         

人
災
・
福
島
原
発
事
故
を
考
え
る 

◇ 

一
日
の
始
ま
り
は
、
朝
刊
を
開
き
、
各
地
で
観
測
さ
れ
た

大
気
中
の
放
射
線
量
を
確
認
す
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
た
。 

◇ 

福
島
第
一
原
発
事
故
は
人
災
で
あ
る
。
原
発
か
ら
60
㎞
に

あ
る
福
島
市
に
私
の
親
戚
が
多
く
居
住
し
て
い
る
。
彼
ら
の

不
安
や
怒
り
を
毎
日
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
声
は
、
孫
達
が

自
由
に
外
で
遊
べ
な
い
、
通
学
に
マ
ス
ク
と
帽
子
は
必
需
品
、

水
道
水
が
飲
め
な
い
、
等
々
だ
。 

◇ 

政
府
は
口
を
開
け
ば
「直
ち
に
影
響
は
な
い
」と
嘘
を
言
う
。
東
京

電
力
や
原
子
力
保
安
院
は
「想
定
外
の
事
態
」と
の
発
言
に
終
始
す
る
。

福
島
の
住
民
は
嘘
偽
り
の
な
い
情
報
を
求
め
て
お
り
、
「覚
悟
は
し
て

い
る
」と
言
っ
て
い
る
。 

◇ 

仙
台
在
住
の
郷
土
史
研
究
家
・飯
沼
勇
義
氏
は
「仙
台
平
野
の

歴
史
津
波
～
巨
大
津
波
が
仙
台
平
野
を
襲
う
」と
い
う
本
の
中
に
、

史
上
最
大
と
言
わ
れ
る
貞
観
津
波
（８
６
９
年
）と
慶
長
津
波
（１
６
１
１
年
）

の
巨
大
津
波
が
青
森
県
八
戸
か
ら
福
島
県
い
わ
き
市
小
名
浜
に
至
る

太
平
洋
海
岸
線
全
域
か
ら
内
陸
部
ま
で
襲
来
し
た
と
記
し
て
い
る
。

ま
さ
に
今
回
の
大
津
波
を
予
言
す
る
警
告
の
書
で
あ
っ
た
。
「想
定

外
」で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

◇ 

時
折
、
霙

み
ぞ
れ

が
混
じ
っ
た
土
砂
降
り
の
雨
の
中
、
柏
崎
原
発
公
開

ヒ
ア
リ
ン
グ
阻
止
の
た
め
に
闘
わ
れ
た
、
か
つ
て
の
青
年
部
時
代
の

反
戦
・
反
原
発
闘
争
を
思
い
出
す
。
そ
の
後
闘
い
は
持
続
す
ず
、

原
発
推
進
の
大
き
な
流
れ
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
利
潤
第
一
・効
率

優
先
・安
全
軽
視
の
暴
走
を
許
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
子
供
や
孫
に

負
の
遺
産
を
残
し
て
し
ま
っ
た
。
か
つ
て
「俺
は
反
原
発
で
あ
っ
た
」と

強
調
し
て
も
、
原
発
推
進
の
流
れ
に
屈
し
て
き
た
責
任
か
ら
逃
れ
る

こ
と
は
出
来
な
い
。 

◇ 

３
・
11
は
、
文
明
社
会
に
対
す
る
警
鐘
で
あ
り
、
価
値
観
を

大
き
く
変
え
る
転
換
点
の
日
で
あ
る
。
不
便
な
が
ら
も
心
に
安
ら
ぎ
の

あ
る
日
々
を
送
る
か
、
そ
れ
と
も
恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
便
利
な

日
々
を
送
る
か
、
一
人
ひ
と
り
に
覚
悟
と
選
択
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

◇ 

仙
台
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
「抵
抗
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」の
実
践
者
と
し
て
、

反
核
を
目
指
し
た
〝
脱
原
発
〟
の
闘
い
を
創
造
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
そ
し
て
一
層
の
絆
を
強
め
、
温
か
味
の
あ
る
活
動
を
地
道
に

創
り
出
し
て
行
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
議
論
が
い
っ
そ
う
大
切
に

な
る
と
思
う
。 

仙
台
地
本
Ｏ
Ｂ
会
（
Ｋ
・
Ｈ
） 
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６
月
23
日
、
「東
日
本
大
震
災
」で
延
期
に
な
っ
て
い
た

本
部
Ｏ
Ｂ
会
・第
15
回
定
期
総
会
が
、
87
名
の
参
加
者

に
よ
り
、
本
部
の
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

定
期
総
会
で
は
、
先
達
の
死
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え

「東
日
本
大
震
災
」で
被
災
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
会
員
を
支
援
し
、

脱
原
発
の
旗
を
掲
げ
な
が
ら
「高
齢
者
に
優
し
い
社
会

保
障
制
度
の
確
立
」を
目
指
し
て
闘
っ
て
い
く
方
針
が

満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

原
発
事
故
が
足
枷
に 

ＯＢ声の広場 

震
災
・原
発
・エ
ル
ダ
ー
で
活
発
な
議
論 

内
海
氏
に
見
舞
金 

秋
野
・木
地
両
氏
に
感
謝
状 

発言する地本代表委員 

小
竹
さ
ん
が
優
し
く
制
度
を
説

明 

◇新年度の役員体制 

顧 問  小澤康秀 （八王子） 

会 長  大熊勝明 （東  京） 

副 会 長  佐々木源幸 （盛  岡） 

副 会 長  福島国男 （東  京） 

副 会 長  本田祥章 （八王子） 

副 会 長  田中冨士男 （新  潟） 

事務局長  伊 藤 義 男 (東  京) 

事務局次長  石井宏武 （東  京） 

事務局次長  笹芳成明 （八王子） 

事務局次長  君塚敏男 （本  部） 

会計監査員  神   洋一 （秋  田） 

会計監査員  岸   史郎 （横  浜） 



  
        

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
大
震
災
発
生

か
ら
三
ヶ
月
の
六
月
七
日
、
Ｊ
Ｒ

東
労
組
仙
台
地
本
の
三
役
室
を

お
借
り
し
て
、
仙
台
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の

役
員
の
皆
さ
ん
に
も
立
ち
会
っ
て

頂
き
、
大
地
震
や
大
津
波
で
家
屋

の
全
て
を
失
っ
た
Ｏ
Ｂ
会
員
に

「
お
見
舞
い
金
」
を
お
渡
し
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
仙
台
地
本
を
皮
切
り

に
、
準
備
が
整
い
次
第
、
盛
岡
・

水
戸
・
千
葉
地
本
の
被
災
さ
れ
た

Ｏ
Ｂ
会
員
に
も
お
渡
し
し
て

い
き
ま
す
。 

仙
台
地
本
管
内
で
地
震
に
よ
る

倒
壊
や
津
波
に
よ
る
流
出
で
家
屋

を
失
っ
た
Ｏ
Ｂ
会
員
は
四
名
で

し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、

地
震
当
日
の
体
験
と
そ
の
時
の

思
い
が
生
々
し
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

目
の
前
を
我
が
家
が
流
さ
れ
て

ゆ
く
様
子
や
、津
波
に
追
っ
駆
け

ら
れ
な
が
ら
避
難
し
た
様
子
な
ど
、

九
死
に
一
生
を
得
た
体
験
談
も

あ
り
ま
し
た
。し
か
し
皆
さ
ん
の

話
は
、
暗
い
語
り
口
や
弱
音
は

な
く
、
今
後
に
備
え
る
避
難
訓
練

の
在
り
方
や
地
震
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

不
十
分
さ
を
指
摘
す
る
等
、冷
静

で
前
向
き
な
も
の
で
し
た
。 

 

        

さ
ら
に
、
こ
の
大
震
災
の
経
験
を
後
世
に
語
り

継
ぐ
た
め
に
全
Ｏ
Ｂ
会
員
の
財
産
へ
と
広
め
て

行
く
取
り
組
み
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
福
島
原
発
の
事
故
で
避
難
さ
れ
て
い
る

Ｏ
Ｂ
会
員
が
数
多
く
い
る
こ
と
を
気
遣
い
、
安
否

確
認
と
避
難
先
の
調
査
を
一
日
も
早
く
や
っ
て

ほ
し
い
と
、
要
請
さ
れ
ま
し
た
。 

被
災
さ
れ
た
会
員
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
や
勇
気

溢
れ
る
元
気
な
顔
は
、
さ
す
が
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

Ｏ
Ｂ
会
員
だ
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

六
月
一
七
日
、

千
葉
地
本
Ｏ
Ｂ
会

の
高
木
さ
ん
に
は

地
本
事
務
所
ま
で

来
て
頂
き｢

お
見

舞
金｣

を
お
渡
し

す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。高
木
さ
ん

は
、
こ
の
た
び
の

震
災
で
液
状
化
に 

よ
り
家
の
土
台
が
や
ら
れ
、
家
屋
倒
壊
の
被
害
に

遭
い
ま
し
た
。 

☆
被
災
者
各
氏
か
ら
の
〔
コ
メ
ン
ト
〕 

 

◇ 

小
野
剛
央
さ
ん(

仙
台) 

： 

地
震
直
後
か
ら
携
帯

電
話
に
大
津
波
の
情
報
が
入
り
、
高
台
に
避
難

し
た
。
山
越
し
に
見
た
津
波
に
圧
倒
さ
れ
た
。

眼
下
に
見
え
る
我
が
家
は
大
丈
夫
と
思
っ
て

い
た
が
、
全
壊
の
判
定
で
撤
去
さ
れ
、
今

は
避
難
所
暮
ら
し
で
す
。義
援
金
を
貰
う
な
ど
、

考
え
て
無
か
っ
た
の
で
、
本
当
に
有
り
難
い
。 

 

◇ 

佐
藤
初
男
さ
ん(

仙
台) 

： 

Ｏ
Ｂ
会
か
ら

義
援
金
を
頂
け
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

家
は
津
波
で
流
出
し
、
五
〇
日
ほ
ど
避
難
所
で
地

域
の
人
と
生
活
、
現
在
は
ア
パ
ー
ト
の
一
室
を

借
り
生
活
。
地
元
の
人
と
元
の
場
所
で
住
め
る

よ
う
願
っ
て
い
る
。
全
国
の
Ｏ
Ｂ
会
員
に
「
感

謝
の
思
い
」
を
伝
え
て
ほ
し
い
。 

 

◇ 

高
橋
一
雄
さ
ん(

仙
台) 

： 

こ
の
た
び
の

大
震
災
の
被
災
に
際
し
、
温
か
い
励
ま
し
と

多
大
な
義
援
金
を
賜
り
ま
し
て
、
大
変
有
り

難
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

我
が
家
は
昭
和
61
年
、
苦
労
の
末
に
旧

福
島
機
関
区
の
西
留
置
線
の
南
側
に
建
て

ま
し
た
。
運
転
士
と
し
て
三
年
前
に
退
職
し
、

こ
れ
か
ら
第
二
の
人
生
を
楽
し
も
う
と
思
っ
て

い
た
矢
先
の
大
地
震
で
し
た
。
５
件
並
び
の

全
て
が
全
壊
と
な
り
、
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。 

Ｏ
Ｂ
会
の
方
々
の
温
か
い
励
ま
し
に
支
え

ら
れ
、
今
ま
で
の
住
所
に
小
さ
な
家
を
再
建

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
                                        

 

◇ 

富
田
英
夫
さ
ん(

仙
台) 

： 

あ
の
日
は
家
内
の

誕
生
日
で
妹
た
ち
も
我
が
家
に
お
り
、
ケ
ー
キ
を

切
っ
た
直
後
に
地
震
が
き
た
。
家
族
全
員
で
非
難

し
た
。
津
波
が
来
る
ま
で
三
〇
分
位
時
間
が

あ
っ
た
。
友
人
か
ら
新
車
が
置
き
去
り
に
な
っ
て

い
る
か
ら
と
頼
ま
れ
、
取
り
に
行
き
再
度
避
難

場
所
に
向
か
う
時
、
後
ろ
か
ら
真
っ
黒
い
津
波
に

追
わ
れ
た
。
今
な
ら
頼
ま
れ
て
も
取
り
に
行
か
な
い
。

近
所
の
人
で
飼
い
猫
や
お
金
な
ど
を
取
り
に

戻
り
、
亡
く
な
っ
た
人
が
あ
ま
り
に
も
多
い
。

Ｏ
Ｂ
会
か
ら
お
金
を
頂
く
と
は
思
い
も
し
な

か
っ
た
。
み
ん
な
本
当
に
あ
り
が
と
う
。 

 

◇ 

高
木
徳
雄
さ
ん(

千
葉) 

： 

３
０
年
前
に
建
て
た

家
だ
っ
た
。
水
田
を
埋
め
立
て
た
敷
地
だ
っ
た
の
で
、

液
状
化
で
や
ら
れ
た
。
仕
事
先
か
ら
家
に
帰
る

途
中
、
棟
が
無
く
な
っ
て
い
る
我
が
家
を
見
て

丌
気
味
だ
っ
た
。
家
内
も
出
か
け
て
帰
宅
す
る

電
車
が
な
く
真
夜
中
に
駅
に
辿
り
着
い
た
。

七
月
か
ら
近
く
に
小
さ
な
家
を
建
て
る
予
定

で
す
。
見
舞
い
金
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

                   

 

新
庄
さ
来
て
け
ろ
じ
ゅ
！ 

 

仙
台
地
本
・
新
庄
駅
連
合
分
会 

Ｏ
Ｂ  

星 

川    

功  
 

◇ 

私
の
エ
ル
ダ
ー
社
員
と
し
て
の
出
向
先
職
場

は
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
レ
ン
タ
リ
ー
ス
㈱

仙
台
支
店
新
庄
営
業
所
で
、
Ｊ
Ｒ
社
員
時
代
か
ら

今
年
６
月
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

◇ 

出
向
先
の
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
レ
ン
タ

リ
ー
ス
㈱
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
一
〇
〇
％
出
資
の

子
会
社
で
、
経
営
の
基
盤
は
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
と 

車
等
の
リ
ー
ス
事
業
が
経
営
の
二
本
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

◇ 

勤
務
先
の
「駅
レ
ン
タ
カ
ー
新
庄
営
業
所
」は
、
新
庄
駅

西
口
の
駅
舎
脇
に
営
業
所
を
構
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
私
は

副
所
長
と
し
て
、
女
性
社
員
と
二
人
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

所
有
台
数
は
現
在
一
三
台
、
営
業
時
間
は
八
時
三
〇
分

か
ら
一
九
時
ま
で
で
す
。
勤
務
は
通
常
一
日
を
一
人
の

通
し
交
番
・日
勤
を
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
の

貸
し
渡
し
・
損
保
事
故
代
車
な
ど
の
レ
ン
タ
カ
ー
業
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

◇ 

私
は
、
高
校
か
ら
国
鉄
・Ｊ
Ｒ
と
出
向
す
る
ま
で
、
男

だ
け
の
職
場
で
し
た
の
で
、
初
め
は
大
変
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

セ
ク
ハ
ラ
・パ
ワ
ハ
ラ
の
注
意
に
努
め
、
職
場
環
境
は
良
好

で
す
。 

◇ 

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
来
店
さ
れ
る
お
客
様
へ
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
店
舗
の
装
飾
・美
化
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
ご
利
用
の
お
客
様
が
、
何
事
も
な
く
無
事
に
営
業
所

に
戻
ら
れ
る
こ
と
が
第
一
と
私
は
思
い
ま
す
。
「安
全
・

安
心
」な
車
両
の
提
供
が
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
他
人
の

生
命
・身
体
を
も
守
る
こ
と
で
あ
り
、
経
営
の
根
幹
で
あ
り
、

レ
ン
タ
カ
ー
事
業
の
最
重
要
な
も
の
と
考
え
、
安
全
の

追
求
を
日
々
実
行
し
て
い
ま
す
。
厳
し
く
忙
し
い
職
場
で
す

が
、
お
客
様
と
の
情
報
交
換
な
ど
の
会
話
で
気
持
ち
が

和
み
ま
す
。 

◇ 

さ
て
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
、

ま
だ
ま
だ
観
光
・帰
郷
・ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
低
迷
し
て
い
ま
す
。

新
庄
・
最
上
地
方
は
、
交
通
の
十
字
路
で
風
光
明
媚
、

美
味
し
い
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
「つ
ば
さ
」に
乗
っ
て

「新
庄
さ
来
て
け
れ
じ
ゅ
！
」待
っ
て
ま
ー
す
。
営
業
所
員

一
同
（２
人
）笑
顔
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 紹介します 

「緑の風」ＪＲＥＵ  ＴＩＭＥＳ  ＯＢ版（ＯＢ会 ニュース  №159） 

 

） 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
東
日
本
大
震
災
が
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
被
災
地
に
居
住
し
て
い
る
Ｏ
Ｂ
会
員
の
安
否
を
気
遣
い
、
直
ち
に
会
員
の
安

否
確
認
と
被
災
状
況
の
調
査
を
開
始
す
る
と
共
に
、
全
地
本
の
Ｏ
Ｂ
会
員
に
被

災
者
支
援
の
義
援
金
協
力
を
呼
び
掛
け
て
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
各
地
本
の
Ｏ
Ｂ
会

員
一
人
ひ
と
り
の
温
か
い
善
意
に
よ
り
４
０
０
万
円
を
超
え
る
義
援
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
一
日
で
も
早
く
被
災
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
会
員
に
見
舞
金
を

届
け
よ
う
と
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
仙
台
地
本
の
被
災
さ
れ
た
会

員
に
見
舞
金
を
お
渡
し
出
来
ま
し
た
の
で
、
以
下
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

去る 5 月２９日、大宮総合車両ｾﾝﾀｰ会

議室にて、大宮地本ＯＢ会の第１２回定期

総会が開催されました。梅雨の悪天候の

中でしたが、総勢８５名が出席し、活発な議

論が行われました。 

総会は、真壁ＯＢ会長の挨拶で始まり、 

東日本大震災及び付随して起きた東電福島第一原発の恐怖の現実と、事故をめ

ぐる矛盾・疑問点が明らかにされ、今後の取り組みの中で復旧・復興の運動を強化

し、ＪＲ東労組と共に行動していくＯＢ会の立場が提起されました。 

本部ＯＢ会から本田副会長・伊藤事務局長、大宮地本から田崎副委員長・茅

根組織部長、東京・横浜・八王子の各地本ＯＢ会代表から、激励の挨拶を頂きまし

た。美世志会を代表して、梁次地本顧問から「最高裁の上告審開廷の世論を形成

し、えん罪による労働運動弾圧事件として社会問題化を図りながら無罪判決・勝

利に向かって闘っていく」という報告と決意が述べられました。 

質疑では６名から発言があり、脱原発運動の重要性、会社の悪辣な労務管理と闘

っている現役を、ＯＢ会は積極的に支援すべき事が強調されました。 

総会の最後に、原発事故の早期収束と全ての原発の停止を求め、将来のエ

ネルギー政策見直しを求める決議が提案され、満場一致で承認されました。 

［２部］では茅根組織部長から、現役が被災地での復興支援に積極的なボランテ

ィアを担い、原発をめぐる職場討議で組織強化が図られている、との報告がありま

した。［３部］の懇親会は互いの元気を喜び和やかに開催されました。 

大宮地本ＯＢ会・定期総会／報告 

事務局長  橋詰康昭  


